
東秩父の伝統・文化を継承する方々を紹介！

　２月３日（木）、坂本地区の坂本八幡大神社において、節分祭が行われました。当日は、４名の年男の方々が本殿
でおはらいを受け、宮司さんと「福は内、鬼は外」の合図とともに豆まきを行いました。
　大きな掛け声の難しい中ではありましたが、今年がより良い年となるよう願いを込め、福を呼び込みました。来年
はより大きな声で節分祭が行えることを楽しみにしています。

埼玉県優良文化財保護団体の表彰を２年連続受賞

　朝日根獅子舞保存会（皆谷）と坂本八幡大神社神代里神楽保存会（坂本）が、埼玉県文化財保護協会より埼玉県優
良文化財保護団体の表彰を受賞しました。
　当初、文化財保護協会評議員会において、令和２年度に朝日根獅子舞保存会、令和３年度に坂本八幡大神社神代里
神楽保存会が表彰される予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、表彰式は中止となりました。
　朝日根の獅子舞の起源は、文政３（１８２０）年に遡り、近年は後継者不足のなかでも獅子舞の存続に尽力してい
る点が評価され受賞となりました。
　神代里神楽は村内で唯一伝承される神楽であり、庶民的で明るくユーモアに溢れた里神楽として近隣に広く知られ、
後継者不足のなかでも神楽の存続に尽力している点が評価され受賞となりました。
※演舞の写真は平成３０年に撮影したものです。
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